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o

日
本
の
有
期
雇
用
の
比
率
は
高
く
女
性
に
集
中

。

非
正
規
は
価
格
競
争
の
し
わ
寄
せ
受
け
や
す
い

。

能
力
向
上
が
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を

樋
口

美
雄

常
用
労
働
者
S
人
以
上
の
事
業

所
を
対
象
と
し
た
厚
生
労
働
省
の

2
0
1
4
年
「
就
業
形
態
の
多
様

化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査」
に

よ
る
と、
パ
ー
ト
や
契
約
社
員、

派
遣
労
働
者
な
ど
の
非
正
社
員
が

全
体
の
4
割
に
達
し
た口

正
規
は
1
9
9
7
年
を
ピ
l
ク

に
昨
年
ま
で
5
3
4
万
人
減
少
し

た
が、
非
正
規
は
こ
の
間、
8
1

0
万
人
増
え
た
（
総
務
省
「
労
働

力
調
査」
）
。
今
年
に
入
り
景
気

回
復
を
反
映
し
て、
正
規
も
若
干

増
加
し
て
い
る
が、
や
は
り
長
期

的
に
は
非
正
規
を
増
や
そ
う
と
す

る
ト
レ
ン
ド
に
変
化
は
な
い。

前
述
の
厚
労
省
調
台
で
就
業
形

態
別
に
み
る
と、
正
社
員
が
ω・

0
%、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が

幻・
2
%、
契
約
社
員
が
3・
5

%、
嘱
託
社
員
が
2・
7
%、
臨

時
労
働
者
が
1・
7
%、
派
遣
労

働
者
が
2・
6
%
と
な
る。
属
性

別
に
は、
パ
l
卜
は
女
性
と
若
者、

契
約
社
員
は
専
門
職、
嘱
託
は
定

年
後
の
ω

代
男
性
が
多
数
を
占

め、
処
遇
や
仕
事
上
の
権
限・
頁

任
は
就
業
形
態
ご
と
に
決
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い。
企
業
は
正

社
員
に
性
活
保
障、
雇
用
保
障
を

提
供
す
る
が、
非
正
社
員
は
そ
の

対
象
外
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い。

他
の
国
で
は
こ
の
種
の
呼
称
に

よ
る
就
業
形
態
別
の
統
計
は
見
当

た
ら
な
い
D

こ
れ
に
代
わ
っ
て、

国
際
比
較
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
の

が
労
働
契
約
に
基
づ
く
統
計
だ口

ハト二

第
1
は、
有
期
契
約
労
働
者
の

比
率
だ。
経
済
協
力
開
発
機
構（
O

E
C
D）
の
ロ
年
デ
l
タ
に
よ
る

と、
有
期
比
率
は
ド
イ
ツ
で
M
%、

フ
ラ
ン
ス
で
日
%、
オ
ラ
ン
ダ
で

羽
%
と、
近
年
ほ
と
ん
ど
の
因
で

上
昇
傾
向
に
あ
る。
わ
が
国
で
は

慶
応
義
塾
大
学
教
授

を
総
務
省
と
厚
労
省
の
調
査
で
対
象

が
異
な
る
が、
そ
れ
ぞ
れ
お
%、

お
%
と
他
の
因
を
上
回
り、
有
期

雇
用
は
女
性
に
集
中
す
る口一
万、

米
国
で
は
こ
の
種
の
定
期
調
査
は

見
当
た
ら
な
い。

わ
が
国
の
有
期
労
働
者
を
契
約

期
間
別
に
み
る
と、
1
年
に
満
た

な
い
人
が
全
非
正
社
員
の
お
%、

2
年
未
満
が
持
%
と
多
数
を
占
め

る。
だ
が
現
実
に
は
契
約
が
反
復

更
新
さ
れ
る
た
め、
実
際
の
在
籍

期
間
は
長
い
人
が
多
く、
5
年
以

上
が
羽
%、
叩
年
以
上
が
四
%
に

の
ぼ
る。
し
か
し
こ
の
間、
仕
事

m
l
但
歳
男
性
の
非
正
規
比
率

は
ω
年
代
後
半
か
ら
上
昇
し
て
い

る
（
図
参
照）
。
彼
ら
の
必
%
は

正
神
員
と
し
て
働
く
機
会
が
な
い

た
め、
や
む
な
く
非
正
規
と
し
て

働
い
て
い
る
「
不
本
意
非
正
規
労

働
者」
だ口
多一
く
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
就
職
氷
河
期
に
学
校
を
卒
業

し、
何
ら
か
の
理
由
で
非
正
規
に

な
り、
い
ま
だ
に
そ
の
状
態
が
続

い
て
い
る。
働
き
盛
り
の
年
齢
で

も
働
い
て
い
な
い
人
が
増
え
就
業

率
は
低
下
し、
什
事
も
求
職
活
動

も
し
な
い
非
労
働
力
率
は
上
昇
し

た。
こ
う
し
た
傾
向
は
お
歳
を
超

え
て
も
み
ら
れ
る口

第
2
の
統
計
は
短
時
間
労
働
者

比
一準
だ。
O
E
C
D
に
よ
る
と、

週
初
時
間
未
満
の
比
率
は
円
本
で

引
%、
独
辺
%、
仏
日
%、
米
日

%
と
大
差
な
い。
サ
ー
ビ
ス
経
済

化
を
反
映
し
て、
ほ
と
ん
ど
の
国

で
こ
の
比
率
は
上
昇
し
て
い
る。

わ
が
国
で
は、
世
帯
主
の
所
得
の

低
下
も
パ
l
ト
就
業
を
増
や
す一

因
に
な
っ
て
い
る口
中
に
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
と
呼
ば
れ
て
も、
週
川叫

川
l
て∞NC
E
醇
亜
議
規
則端
持
田

わ
が
国
で
は
賃
金
は
個
別
企
業

の
労
使
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と

の
考
え
が
強
い口
だ
が
そ
の
結
果、

競
争
が
激
伯
す
る
と、
賃
金
や
人

件
費
引
き
下
げ
に
よ
る
価
格
競
争

・
料
金
競
争
に
陥
り
や
す
い。
特

に
景
気
の
影
響
は
交
渉
力
の
弱
い

非
正
規
労
働
者
に
表
れ
や
す
い口

こ
れ
を
回
避
す
る
に
は
法
定
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
だ口

個
人
を
追
跡
調
査
し
た
分
析
で

は、
町
年
以
降
の
時
給
叩
円
を
超

す
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は、
波

及
効
果
を
伴
っ
て、
女
性
を
中
心

と
す
る
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ

に
貢
献
す
る一
方、
一室思
な
雇
用

長
失
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い。

こ
の
分
析
に
よ
り、
企
業
の
教

育
訓
練
を
受
け
た
男
性
は
正
規
に

転
換

する
人
が
多
く、
日
己
啓
発

に
取
り
組
ん
だ
女
性
は
正
規
労
働

者
と
し
て
採
用
さ
れ
る
割
合
が
高

い
こ
と
が
わ
か
っ
た。
企
業
や
本

人
へ
の
能
力
開
発
支
援
は
正
規
労

働
者
の
増
加
に
寄
与
す
る。
入
手

不
足
下
の
賃
上
げ
は
壮
一事
の
高
付

加
価
値
伯
や
価
格
転
嫁
を
促
す。

人
材
確
保
ヘ
処
遇
改
善

の
内
容
や
処
遇
は
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い口
他
社
に
転
職
し
た
人
も、

転
職
先
で
の
雇
用
形
態
は
非
正
規

の
ま
ま
の
人
が
日
%
に
の
ぼ
る。

独
仏
で
は
若
い
と
き
の
有
期
比

率
は
日
本
の
2
倍
ほ
ど
高
い
が、

年
齢
と
と
も
に
無
期
に
転
換

する

人
が
増
え、
お
歳
を
過
ぎ
る
と
5

分
の
1
程
度
に
減
る口
こ
れ
に
対

し、
日
本
で
は
お
歳
を
過
ぎ
て
も

有
期
比
率
は
高
い。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
も
有
効

時
間
以
上
働
く
「
偽
装
パ
l
卜」

が
1
割
を
超
え
る。

第
3
の
派
遣
労
働
者
比
率
は
多

く
の
国
で
上
昇
し
て
い
る
が、
そ

の
水
準
の
違
い
は
小
さ
い
D

賃
金

が
職
種
ご
と
に
社
会
で
決
ま
る
国

で
は
企
業
が
違
っ
て
も
同一
賃
金

が
払
わ
れ
る
か
ら、
派
遣
労
働
者

は
派
遣
会
社
に
手
数
料
を
支
払
う

分、
割
高
と
な
る。
こ
う
し
た
国

で
は
緊
急・
臨
時
な
仕
事
に
派
遣

は
限
定
さ
れ、
恒
常
的
な
仕
事
は

直
接－
雇
用
に
切
り
替
え
ら
れ
る。

フ
ル
タ
イ
ム
の
有
期
労
働
者
の

時
間
当
た
り
賃
金
は
標
準
労
働
者

に
比
べ、
O
E
C
D
平
均
で
は
mm

%
低
い
の
に
対
し、
日
木
で
は
剖

%
と
大
差
な
い。
こ
れ
を
常
用
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て

み
る
と
O
E
C
D
は
却
%
と
差
が

縮
小
す
る
が、
日
本
は
逆
に
必
%

に
広
が
る。
時
間
当
た
り
に
換
算

し
て
も
日
本
で
は
差
が
大
き
い口

非
正
規
労
働
者
の
社
会
保
険
加

入
率
は
低
い。
所
得
税
の
「
1
0

3
万
円
の
壁」
は
配
偶
者
特
別
控

除
に
よ
り
影
響
は
軽
微
だ
が、
こ

れ
と
連
動
し
た
企
業
の
配
偶
者
手

当
も
見
直
し
が
必
要
だ。
来
年
叩

月
か
ら
厚
生
年
金・
健
康
保
険
の

適
出
拡
大
に
よ
り
「
1
3
0
万
円

の
壁」
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
も
決

定
し
て
い
る
が、
さ
ら
に
対
象
者

を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る口

労
働
契
約
法
改
正
で、
有
期
労

働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通
算

5
年
を
超
え
た
と
き、
特
例
を
除

き、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り、

使
用
者
は
無
期
労
働
契
約
に
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
無
期
転

換
ル
l
ル」
が
施
行
さ
れ
る。
た

だ、
そ
れ
以
前
の一
屈
い
止
め
を
危

倶
す
る
向
き
も
あ
る。
正
社
員
へ

の
転
換
に
は、
求
職
の
申
し
込
み

か
ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン、
職
務

実
省、
就
職
活
動
ま
で一
貫
し
た

E
N
N

町
N
H

川q

E
C
N

E
M冊
卑

支
援
を一
人
の
ジ
ョ
プ
ト
レ
ー
ナ

ー
が
手
掛
け
る
の
が
有
効
だ
と
の

調
査
結
果
も
あ
る。
こ
う
し
た
支

援
体
制
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る。

非
正
社
員
を
活
用
す
る
う
え
で

の
問
題
点
と
し
て、
良
質
な
人
材

の
確
保
困
難、
定
打
率
の
低
さ、

責
任
感
や
向
上
心
の
欠
如
を
挙
げ

る
企
業
が
多
い。
こ
う
し
た
問
題

の
解
消
に
は、
非
正
規
労
働
者
の

場
合
で
も、
社
員
が
仕
事
を
通
じ

円
分
の
成
長
を
感
じ、
そ
れ
が
処

遇
に
反
映
さ
れ
る
人
事
管
理
の
仕

組
み
が
必
要
だ。
名
雇
用
形
態
の

枠
内
で
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く、

有
期
か
ら
無
期
ヘ
転
換
で
き
る
制

度
が
必
要
だ。
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は

短
時
間
労
働
者
を
有
期
か
ら
無
期

に
転
換
し
た
企
業
で
は、
優
秀
な

労
働
者
を
雇
え、
社
員
の
向
上
心

も
定
着
率
も
両
ま
っ
た
と
い
う。

非
正
規
労
働
者
の
場
合、
正
社

員
の
画一
的
長
時
間
労
働
や
頻
繁

な
転
勤
を
嫌
い、
正
規
労
働
へ
の

転
換
を
希
望
し
な
い
人
も
多
い。

従
っ
て
正
社
員
の
ワ
l
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
改
革
も
進
め
ね
ば
な
ら

な
い。
今
年
成
立
し
た
女
性
活
躍

推
進
法
や
若
年
雇
用
促
進
法
は、

企
業
に
各
種
の
匡
用
指
標
の
公
表

を
求
め
て
い
る。
こ
れ
に
基
づ
き

認
定
さ
れ
た
ワ
l
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
企
業
に
対
し、
公
共
調

達
で
加
点
す
る
施
策
も
有
幼
だ。

日
tp
倒
歳
の
生
産
年
齢
入
門
は

釘
年
の
ピ
l
ク
時
か
ら
口
年
間
で

9
0
0
万
人
近
く
減
少
し
た
が、

企
業
で
働
く
人
は
全
体
で
約
2
0

0
万
人
増
え
た。
背
景
に
は、
高

齢
者
の
雇
用
促
進
や
女
性
の
労
働

力
率
の
上
昇、
短
時
間
で
も
働
け

る
雇
用
機
会
の
拡
大
が
あ
る。

非
正
規
労
働
者
の
多
く
は
す
で

に
企
業
の
重
要
な
戦
力
と
な
っ
て

い
る。
短
時
間
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し、
誰
も
が
意
欲
を
高
め

能
力
を
発
揮
で
き
る
状
況
を
つ
く

っ
て
い
く
に
は、
白
分
の
成
長
を

実
感
で
き、
そ
れ
が
雇
用
条
件
の

改
善
や
正
規
へ
の
転
換
に
つ
な
が

る
仕
組
み
の
導
入
が
必
要
だ。
短

時
間・
職
務・
地
域
な
ど
の
限
定

正
社
員
の
拡
大
も、
具
体
的
な
人

材
活
用
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る。

ひ
ぐ
ち・
よ
し
お

凶
作
生
ま

れ。
慶
応
義
塾
大
博
上。
専
門
は

計
量
経
済・
労
働
経
済


